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歳 入
189億

7,311万円

市税
48億579万円
（25.3％）

地方譲与税等
11億7,440万円（6.2％）

地方交付税
60億7,900万円（32.0％）

分担金および負担金
2億9,569万円（1.6％）

県支出金
15億1,229万円
（8.0％）

国庫支出金
20億5,814万円
（10.8％）

市債
10億9,140万円（5.8％）

繰入金
11億1,913万円（5.9％）

繰越金
3億円（1.6％）

その他
3億452万円（1.6％）

使用料および手数料
2億3,275万円（1.2％）

自主財源 70億5,788万円
依存財源 119億1,523万円

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

　

平
成
31
年
度
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
３
３

９
億
８
７
４
９
万
円
で
、
対
前
年
度
比
５
・

４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
１
８
９
億
７
３
１

１
万
円
で
、
対
前
年
度
比
９
・
４
％
減
の

予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
合
併
に
よ
り
特
別
に
加
算

さ
れ
て
い
る
普
通
交
付
税
が
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
段
階
的
に
減
少
し

て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税
は
60
億

７
９
０
０
万
円
で
対
前
年
度
比
１
・
３
％

の
減
と
な
る
一
方
、
義
務
的
経
費
や
投
資

的
経
費
な
ど
の
歳
出
に
対
応
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で
財
源
不

足
を
補
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
予
算
は
、「
第
２
次
赤
磐
市

総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
３
つ
の
重
点
戦
略

に
沿
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。

①�

「
経
済
・
産
業
に
活
力
が
あ
り
、
ひ
と
が

集
ま
る
ま
ち
を
創
る
」

②�
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、次
代
を
担

う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
を
創
る
」

③�

「
多
彩
な
人
材
の
活
躍
に
よ
り
、地
域
が

活
性
化
し
て
い
る
ま
ち
を
創
る
」

を
進
め
る
た
め
、
防
災
力
の
強
化
や
住
み

や
す
さ
の
向
上
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入 ： 一般会計の内訳 平
成
31
年
度

▼
市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
税

金
。

▼
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
／
市
が
実

施
す
る
特
定
の
事
業
の
受
益
者
な
ど

か
ら
負
担
を
い
た
だ
く
お
金
。

▼
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
／
市
の
施

設
の
利
用
料
や
戸
籍
・
住
民
票
の
証

明
手
数
料
な
ど
。

▼
繰
入
金
／
基
金
（
市
の
貯
金)

か

ら
繰
り
入
れ
る
お
金
な
ど
。

▼
繰
越
金
／
前
年
度
の
決
算
上
の
剰

余
金
。

▼
地
方
譲
与
税
等
／
地
方
譲
与
税
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得

税
交
付
金
な
ど
国
税
、
県
税
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
。

▼
地
方
交
付
税
／
一
定
の
行
政
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市

の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
税
の
一
部

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経

費
に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
支
出
さ

れ
る
補
助
金
な
ど
。

▼
県
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
、
県
か
ら
支
出
さ
れ

る
補
助
金
な
ど
。

▼
市
債
／
財
務
省
、
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達
の

た
め
の
借
入
金
。

〈
歳
入
の
種
類
〉

●自主財源／地方自治体が自主的に
収入できる財源。
●依存財源／国や県により定められ
た額を交付されたり、割り当てられた
りする収入財源。

赤
磐
市
の
予
算
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ま
た
、
事
業
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
限

ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
図
る
よ
う

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
債
や
基
金
の
活

用
も
図
り
な
が
ら
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

会　計　名 予算規模

一　般　会　計 189億7,311万円

特　別　会　計 135億5,840万円

国民健康保険
特別会計 57億9,835万円

後期高齢者医療
特別会計 6億2,511万円

介護保険
特別会計 45億4,288万円

訪問看護
ステーション事業
特別会計

5,628万円

下水道事業
特別会計 20億8,479万円

宅地等開発事業
特別会計 4億2,450万円

竜天オートキャンプ場
特別会計 1,528万円

財産区
特別会計 1,122万円

公営企業会計 14億5,599万円

水道事業会計 14億5,599万円

合　　　　　計 339億8,749万円

※会計ごとに四捨五入しているため、
　合計金額と相違しています。

▼
人
件
費
／
職
員
の
給
与
や
、
非
常

勤
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

▼
扶
助
費
／
生
活
保
護
法
、
児
童
福

祉
法
、
老
人
福
祉
法
等
に
基
づ
い
て
、

被
扶
助
者
に
対
し
て
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債

の
元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金

利
子
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

▼
物
件
費
／
消
費
的
性
質
を
持
つ
経

費
で
、
賃
金
、
光
熱
水
費
、
通
信
運

搬
費
、
消
耗
品
費
な
ど
。

▼
維
持
補
修
費
／
市
が
管
理
す
る
公

共
施
設
や
道
路
な
ど
を
維
持
す
る
た

め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
補
助
費
／
各
種
団
体
へ
の
補
助

金
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、

企
業
会
計
へ
の
補
助
金
な
ど
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
、
橋

り
ょ
う
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
施
設
の

新
増
築
な
ど
に
係
る
経
費
。

▼
繰
出
金
／
一
般
会
計
と
特
別
会
計

ま
た
は
特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ

れ
る
経
費
。
介
護
保
険
法
等
の
各
個

別
法
に
基
づ
き
、
制
度
的
に
一
般
会

計
か
ら
の
負
担
が
予
定
さ
れ
て
い
る

も
の
、
地
方
公
営
企
業
法
等
に
基
づ

き
、
制
度
的
に
一
般
会
計
か
ら
の
負

担
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
、
収
支

不
足
の
補
て
ん
に
よ
り
支
出
さ
れ
る

も
の
に
区
分
。

〈
性
質
別
歳
出
の
種
類
〉

●義務的経費／歳出のうち、その支出が制
度的に義務づけられた任意に削減すること
が困難な経費で、人件費、扶助費、公債費
の3つ。
●消費的経費／経費支出の効果が、当該
支出年度または極めて短期間で終わるも
のに支出される経費で、物件費、維持補修
費、補助費など。
●投資的経費／支出の効果が資本形成に
向けられ、施設などのストックとして将来に
残るものに支出される経費で、普通建設事
業費、災害復旧費など｡

歳 出
189億

7,311万円

人件費
37億2,254万円
（19.6％）

繰出金
28億8,808万円
（15.2％）

公債費
19億7,324万円
（10.4％）

扶助費
41億2,170万円
（21.7％）

物件費
34億1,788万円
（18.0％）

維持補修費
1億5,702万円
（0.8％）

普通建設事業費
11億9,680万円
（6.3％）

義務的経費 98億1,748万円

その他　　 29億5,634万円
投資的経費 11億9,680万円
消費的経費 50億 249万円

その他
6,826万円（0.4％）

補助費等
14億2,759万円
（7.5％）

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

歳出 ： 一般会計の内訳（性質別）会計別予算規模

●一般会計／住民の生活にかかわりの
深い福祉、教育など幅広い範囲の事業
を行う中心的な会計。
●特別会計／特定の収入で特定の事
業を行い、一般会計とは別に経理する
会計。国民健康保険、介護保険など。
●公営企業会計／利益を受ける人の負
担で経営をまかなう独立採算を原則と
する会計。

平成31年度�赤磐市の予算
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▼
議
会
費
／
議
会
の
活
動
に
か
か
る

経
費
。

▼
総
務
費
／
総
合
計
画
策
定
、
財
産

管
理
、
統
計
、
税
の
課
税
や
徴
収
な

ど
の
事
務
に
か
か
る
経
費
。

▼
民
生
費
／
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
、

児
童
な
ど
を
対
象
と
し
た
福
祉
事
業

に
か
か
る
経
費
。

▼
衛
生
費
／
病
気
予
防
の
た
め
の
各

種
検
診
、
ご
み
処
理
や
環
境
対
策
な

ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
農
林
水
産
業
費
／
農
林
水
産
業
の

振
興
や
農
・
林
道
の
整
備
な
ど
に
か

か
る
経
費
。

▼
商
工
費
／
商
工
業
の
振
興
、
観
光

事
業
に
か
か
る
経
費
。

▼
土
木
費
／
道
路
、
公
園
、
河
川
の

整
備
、
都
市
計
画
な
ど
に
か
か
る
経

費
。

▼
消
防
費
／
火
災
予
防
や
消
火
・
救

急
救
助
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
教
育
費
／
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

生
涯
学
習
活
動
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債

の
元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金

利
子
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

〈
目
的
別
歳
出
の
種
類
〉

議 会 費 4,239円

総 務 費 5万2,600円

民 生 費 15万2,855円

衛 生 費 4万1,398円

農林水産業費 2万3,535円

商 工 費 6,949円

土 木 費 3万4,607円

消 防 費 1万7,848円

教 育 費 4万8,560円

公 債 費 4万4,540円

そ � の � 他 1,129円

合 計 42万8,258円

一般会計の歳出額を平成31年1月の人口
44,303人で割ると、１人当たり約43万円
になります。

合計  189億7,311万円

民生費 67億7,193万円（35.7％）

議会費
1億8,779万円
（1.0％）

公債費 19億7,324万円（10.4％）

衛生費 18億3,407万円（9.7％）

総務費 23億3,033万円（12.3％）

教育費 21億5,134万円（11.3％）

土木費 15億3,321万円（8.1％）

農林水産業費 10億4,266万円（5.5％）

消防費 7億9,070万円（4.2％）

商工費
3億784万円
（1.6％）

その他
5,001万円
（0.3％）

歳出 ： 一般会計の内訳（目的別） 市民１人当たりの予算額

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致していません。

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致していません。
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重点戦略 Ⅰ　経済・産業に活力があり、ひとが集まるまちを創る
１　企業誘致による安定的で良質な雇用創出プログラム
　企業誘致情報発信事業、規制の見直しによる企業誘致の促進 729 万円
　快適な工業団地づくり、企業立地支援事業 6,165 万円
　広域交通基盤の整備促進、市道等整備計画 10,375 万円
２　商工業・観光振興による賑わいと活力創出プログラム
　中小企業等支援事業 480 万円
　広域観光連携事業、シティプロモーションの推進 2,882 万円
　史跡保存整備事業、埋蔵文化財発掘調査事業、永瀬清子の里づくり事業 7,745 万円
３　強い農業の確立プログラム
　農作物への鳥獣害対策 3,621 万円
　担い手の確保・育成、担い手への農地集積 4,012 万円
　生産基盤の整備、多面的機能の向上 27,494 万円
　農産物の品質向上、生産振興、販路拡大 2,040 万円
重点戦略 Ⅱ　安心して子育てができ、次代を担うひとが育つまちを創る
１　安心して家庭を築ける環境創出プログラム
　多様な働き方の提案、人材確保支援、UIJターン、地域の若者の定着推進事業 636 万円
　移住・定住促進事業、あかいわに戻ろうプロジェクト事業、市分譲宅地奨励金 3,106 万円
　まちづくり活性化対策事業、地域整備推進事業 2,515 万円
２　安心して出産・子育てができる環境創出プログラム
　子ども・子育て支援事業（地域子育て支援拠点事業など） 28,275 万円
　子育て世代包括支援センター運営事業、ひとり親家庭自立支援事業 22,125 万円
　母子保健事業、子ども医療費給付事業 29,561 万円
３　子どもが健やかに育つ教育環境創出プログラム
　学校施設改修事業、学校施設（非構造部材）耐震化事業 16,407 万円
　外国語指導助手配置事業、ＩＣＴ機器整備事業、遠距離通学支援事業 17,287 万円
　幼児教育の充実、不登校対策事業 3,941 万円
重点戦略 Ⅲ　多彩な人材の活躍により、地域が活性化しているまちを創る
１　移住・定住が進むまち創出プログラム
　社会体育施設・学校体育施設運営事業、公民館学習活動事業・図書推進活動事業 18,601 万円
　東京オリンピック事前キャンプ誘致活動等事業 1,503 万円
　障害者支援事業（基幹相談支援センターなど） 7,426 万円
　環境保全対策事業、上水道改良事業、下水道整備事業、消費生活推進事業 59,826 万円
　消防体制の充実強化、コミュニティＦＭ事業 4,281 万円
　コンビニ交付事業、コンビニ収納事業（新）、庁舎等調査委託事業（新） 4,265 万円
２　支えあいを中心とした協働によるまちづくり推進プログラム
　協働のまちづくり推進事業、人権啓発・人権教育事業、男女共同参画事業 1,027 万円
　行政推進事業（自治振興事業）、避難行動要支援者名簿整備事業 4,835 万円
　公共交通機関の整備・確保と利用促進、安心して利用できる道路等の整備 31,870 万円
３　高齢者が生きがいを持ち元気に暮らせる地域創出プログラム
　包括的支援事業 8,531 万円
　健康増進事業 （健康教育、訪問指導、健康診査など） 5,091 万円
　熊山・佐伯北・是里診療所運営事業 56,723 万円

＜ 平成31年度 総合計画に基づいた主な事業 ＞

平成31年度�赤磐市の予算

広報あかいわ（令和元年5月号）5



あかいわ魅力発見
フォトコンテスト2018
　　　　 入賞作品が決定しました！

佳作（6点） 

●問い合わせ先／本庁秘書広報課 ☎955-4770

　市内の自然豊かな美しい風景、人物、
これまで埋もれていた地域資源などに目
を向け、市内外へ市の魅力を発信するた
め、「あかいわ魅力発見フォトコンテスト
2018」を実施しました。
　応募数は 81 点、応募者 36 人で、厳正
な審査の結果、入賞作品 10 点が決定し
ました。
　入賞作品については、ポスター、チラ
シ、ホームページなどで、市の魅力発信
に活用していきます。

最優秀賞（1点） 

優
秀
賞
（
3
点
） 

三宅 明伸さん（岡山市） 廣澤 節親さん（岡山市）

戸川 倫彦さん（小原）

福島 崇弘さん（由津里） 湯浅 清和さん（岡山市）

臼井 綾子さん（沼田）

大河内 栄子さん（瀬戸内市）

斎藤 孝子さん（岡山市） 湯浅 典子さん（岡山市）

臼井  寛さん（沼田）

最優秀賞・優秀賞受賞者の皆さん（表彰式）

広報あかいわ（令和元年5月号） 6



第14回赤
磐市

消防操法
訓練大会

開会式の様子

３
月
24
日
、
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
で

第
14
回
赤
磐
市
消
防
操
法
訓
練
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
本
部
機
動
部
、

山
陽
方
面
隊
、
赤
坂
方
面
隊
、
熊
山
方
面
隊
、

吉
井
方
面
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
が
、
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
４
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
14
チ
ー
ム
出
場
し
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
吉
井

方
面
隊
第
３
分
団
（
佐
伯
北
地
区
）
が
、
５

月
19
日
㈰
に
岡
山
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ

る
、
第
66
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
に

出
場
し
ま
す
。◇ポンプ車操法の部

　・優　勝…機動部 Bチーム（市役所）
　・準優勝…機動部 Aチーム（市役所）
　・第 3位…熊山方面隊第 3分団（豊田地区）
　〈最優秀番員〉
　・指揮者…須波 輝臣（機動部 Aチーム）
　・ 1番員…福田 拓哉（機動部 Bチーム）
　・ 2番員…大野 隆幸（熊山方面隊第 3分団）
　・ 3番員…小西 弘之（機動部 Bチーム）
　・ 4番員…眞木 悠太（機動部 Aチーム）

◇小型ポンプ操法の部
　・優　勝…吉井方面隊第 3分団（佐伯北地区）
　・準優勝…吉井方面隊第 2分団（山方地区）
　・第 3位…山陽方面隊第 4分団第 4部（上仁保）
　〈最優秀番員〉
　・指揮者…荒島 英次（吉井方面隊第 2分団）
　・ 1番員…則武 直希（山陽方面隊第 4分団第 4部）
　・ 2番員…竒峯 由明（吉井方面隊第 1分団第 1部）
　・ 3番員…杉谷 大輔（吉井方面隊第 3分団）

大　会　結　果

広報あかいわ（令和元年5月号）7



　

応
急
手
当
て
は
５
年
に
１
度
、

よ
り
良
い
方
法
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
新

し
い
救
命
処
置
を
覚
え
て
く
だ

さ
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
胸

骨
圧
迫
が
た
め
ら
い
な
く
で
き

る
方
法
を
誰
に
で
も
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。
受
講
希
望

者
が
少
数
の
場
合
、
や
む
を
得

ず
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
５
月
26
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■ 

場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
東
出

張
所

■ 

受
講
人
数
／
10
人
程
度

■ 

申
込
期
限
／
５
月
15
日
㈬

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
赤
磐

市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

■ 

日
時
／
５
月
３
日
㈮
、
４
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■ 

場
所
／
熊
山
英
国
庭
園
内

■ 

内
容
／
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

花
の
販
売
、
写
真
や
水
彩
画

の
展
示
、
ア
ロ
マ
体
験
な
ど

※
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
あ
り

■ 

駐
車
場
／
80
台

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・
熊
山
支
所
産
業
建
設
課

・
熊
山
英
国
庭
園

　
☎（
９
９
５
）９
３
０
０

 

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
９
コ
ー
ス
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を

通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
ひ

と
り
で
参
加
す
る
人
が
７
割
以

上
、
初
め
て
海
外
へ
行
く
人
が

多
く
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
人

と
の
出
会
い
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。
仲
間
づ
く
り
の
指
導

も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

日
程
／
７
月
26
日
㈮
〜
８
月

20
日
㈫
（
８
〜
18
日
間
）

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■ 

研
修
先
／
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
ジ
ー

■ 

対
象
／
小
学
３
年
生
〜
高
校

３
年
生

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■ 

説
明
会
／
全
国
10
都
市
（
５
月
）

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

■ 

参
加
費
／
36
〜
65
万
円

■ 

申
込
期
限
／
５
月
24
日
㈮
お

よ
び
６
月
７
日
㈮

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

 

（
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

７-

１
５-

４
）

　
☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

　
FAX
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
４

　

info@
kskk.or.jp

　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

�情報ボックス内でお知らせする市役所関係
の電話番号は下記のとおりです。

■本庁代表………………………☎955-1111
▷秘書広報課……………………☎955-4770
▷政策推進課……………………☎955-1220
▷くらし安全課…………………☎955-2650
▷税務課市民税班………………☎955-0951
▷市民課国保年金班……………☎955-1113
▷協働推進課……………………☎955-1114
▷環境課…………………………☎955-5347
▷社会福祉課……………………☎955-1115
▷介護保険課地域包括支援センター…☎955-1470
▷地域整備推進室………………☎955-1745
■赤坂支所代表…………………☎957-2222
▷市民生活課市民生活班………☎957-2226
▷市民生活課健康福祉班………☎957-4822
■熊山支所代表…………………☎995-1211
▷市民生活課市民生活班………☎995-1214
▷市民生活課健康福祉班………☎995-1293
▷産業建設課……………………☎995-1217
■吉井支所代表…………………☎954-1111
▷市民生活課市民生活班………☎954-1183
▷市民生活課健康福祉班………☎954-1374
■教育委員会
▷社会教育課文化財班…………☎955-0710
▷山陽郷土資料館………………☎955-0710
■消防本部………………………☎955-2244
▷警防課救急係…………………☎955-2254
■エコプラザあかいわ…………☎955-1560

さんさんカフェへようこそ

　「さんさんカフェ」は、介護を受けている人や認
知症の人、その家族や地域の人など自由に誰でも
参加できます。お茶とお菓子を食べながらおしゃべ
りやレクリエーションを楽しんだり、介護・福祉など
の専門職に介護や医療の相談をしたりできます。
　事前申し込みは不要で、時間内であれば、好き
なときに来て、帰ることができます。気軽にお越し
ください。
■ 日時／①5月21日㈫ 午後1時30分～3時
　　　　②5月27日㈪ 午後1時30分～3時
■ 場所／①ケアハウスあかいわ（日古木３３-３）
　　　　②中央公民館
■ 参加費／100円
■問い合わせ先／本庁介護保険課地域包括支援センター

応
急
手
当
て
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

熊
山
英
国
庭
園

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み

海
外
研
修
交
流
事
業 

参
加
者
募
集

募　
　

集

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。
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リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、

リ
ユ
ー
ス
品
の
受
け
入
れ
や
無

料
提
供
の
ほ
か
入
札
や
抽
選
な

ど
に
よ
る
有
料
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
抽
選
会
と
無
料
提
供

を
行
い
ま
す
。

■ 

参
加
資
格
／
18
歳
以
上
の
人

■ 

抽
選
品
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

■ 

申
込
期
間
／
５
月
９
日
㈭
〜

27
日
㈪
正
午
ま
で
の
開
館
時
間

■ 

抽
選
日
時
／
５
月
27
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
エ
コ

プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

　
開
館
時
間

毎
週
月
・
木
・
金
曜
日
、
第

２
・
第
４
土
曜
日
（
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

※ 

土
曜
日
は
、
ご
み
の
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
入
口
も

西
側
の
門
に
変
わ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

４
月
か
ら
市
外
の
人
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら「
エ
コ
プ

ラ
ザ
あ
か
い
わ
」
で
は
、更
な
る

ご
み
の
減
量
の
推
進
を
図
る
た

め
、
市
内
在
住
・
在
勤
以
外
の
人

で
も
リ
ユ
ー
ス
品
な
ど
の
譲
渡

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、こ
の

度
、５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
あ
わ
せ
、「
即
売
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
３
日
㈮ 

午
前
10

時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

※ 

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
午
前
中
は
、子
ど
も
用
品

を
中
心
に
、午
後
は
そ
の
他
の

品
も
出
品
し
ま
す
。

■ 

参
加
資
格
／
18
歳
以
上

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
エ
コ
プ
ラ

ザ
あ
か
い
わ

　

ち
ょ
っ
と
発
達
が
気
に
な
る

子
…
あ
な
た
の
周
り
に
い
ま
せ

ん
か
？ 

そ
の
子
が
そ
の
子
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
何
が
で

き
る
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■ 

テ
ー
マ
／
「
そ
の
子
ら
し
さ
」

を
生
か
す
子
育
て

■ 

日
時
／
５
月
18
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
５
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
大
集
会
室

■ 

講
師
／
吉
田
友
子
さ
ん
（
ペ

ッ
ク
研
究
所
主
宰
、
よ
こ
は

ま
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
）

■ 

参
加
費
／
市
内
在
住
・
在
勤

者
は
無
料　

■ 

主
催
／
赤
磐
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

岡
山
県
自
閉
症
児
を
育
て
る
会

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

岡
山
県
自
閉
症

児
を
育
て
る
会
事
務
局

　
☎（
９
５
５
）６
７
５
８

　
FAX（
９
５
５
）６
７
４
８

　

認
知
症
予
防
に
は
適
度
な
運

動
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、

そ
し
て
人
と
の
交
流
が
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症

の
予
防
は
し
た
い
が
、
何
を
し

た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
講
座
を

受
講
し
て
認
知
症
予
防
に
良
い

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
？ 

昔
懐
か
し
い
歌
に
合
わ
せ

て
の
頭
の
体
操
も
学
べ
ま
す
。

■ 

講
師
／
小
堀
佳
代
子
さ
ん

（
音
楽
講
師
）
ほ
か

■ 

内
容
／
認
知
症
予
防
に
関
す

る
講
話
と
音
楽
に
合
わ
せ
た

頭
の
体
操

■ 

対
象
／
市
内
に
住
む
65
歳
以

上
で
認
知
症
予
防
に
関
心
の

あ
る
人

※ 

過
去
に
受
講
し
た
こ
と
が
あ

る
場
合
、
申
し
込
み
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

■ 

参
加
費
／
無
料

〈
前
期
〉

■ 

日
時
／
６
月
７
日
㈮
〜
10
月

４
日
㈮
の
毎
月
第
１
・
３
金

曜
日
（
全
９
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館

■ 

定
員
／
30
人

■ 

申
込
期
間
／
４
月
26
日
㈮
〜

５
月
31
日
㈮

〈
後
期
〉

■ 

開
催
期
間
／
10
月
18
日
㈮
〜

３
月
６
日
㈮
の
毎
月
第
１
・

３
金
曜
日
（
全
９
回
）

■ 

場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

定
員
／
30
人

※ 

後
期
の
募
集
は
９
月
ご
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す

■ 
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
介
護
保

険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

発
達
障
害
の
あ
る
人
に
対
す

る
正
し
い
理
解
や
支
援
方
法
に

つ
い
て
専
門
的
に
学
ぶ
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

■ 

日
程
／
５
月
23
日
㈭
、６
月
20

日
㈭
、
７
月
18
日
㈭
、
９
月
３

日
㈫
、
10
月
１
日
㈫
、
11
月
12

日
㈫
、
12
月
３
日
㈫
、
令
和
２

年
１
月
16
日
㈭
、
２
月
13
日

㈭
、
３
月
19
日
㈭
（
計
10
回
）

■ 

時
間
／
午
後
７
時
〜
９
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

■ 

講
師
／
諏
訪
利
明
さ
ん（
川
崎

医
療
福
祉
大
学
医
療
福
祉
学

科
准
教
授
）

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■ 

参
加
費
／
１
回
７
０
０
円（
資

料
代
）

※ 

10
回
分
ま
と
め
て
の
支
払
い

と
な
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

岡
山
県
自
閉
症

児
を
育
て
る
会
事
務
局

　
☎（
９
５
５
）６
７
５
８

　
FAX（
９
５
５
）６
７
４
８

第
20
回
リ
ユ
ー
ス
品
抽
選
会

受
付
開
始
！

即
売
会
の
開
催
に
つ
い
て

発
達
障
害
啓
発
講
演
会
の
ご
案
内

認
知
症
予
防
と
音
楽
の
講
座

生
徒
募
集

支
援
者
向
け
発
達
障
害
支
援

夜
間
連
続
講
座

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。
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＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

　

第
５
期
生
介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て「
運
動
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」・「
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
自
身
の
健
康
づ
く
り
と
地
域
貢
献
の
た
め
に
、私
た
ち
と
一

緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

運
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
い
き
い

き
百
歳
体
操
の
実
技
を
身
に
つ
け
、地
域
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操

の
集
い
」
で
体
操
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
学

び
、認
知
症
予
防
教
室
の
手
伝
い
や
「
さ
ん
さ
ん
カ
フ
ェ
」
の
運
営

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
地
域
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
入
門
講
座
を
受
講
し
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
講
座
を

受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。専
門
講
座
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容

◇
第
１
回
…
６
月
６
日
㈭ 

午
前
10
時
～
正
午

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
っ
て
？ 

私
達
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」

　

講
師
…
岡
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
長　

西
村
こ
こ
ろ
さ
ん

◇
第
２
回
…
６
月
20
日
㈭ 

午
前
10
時
～
正
午

　
「
認
知
症
の
理
解
を
深
め
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
を
学
ぼ
う
」

　

講
師
…
本
庁
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、

　
　
　
　

認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
場
所
／
中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

■
募
集
人
数
／ 

運
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

各
25
人
ず
つ

■
申
込
期
限
／
５
月
31
日
㈮　

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

第
５
期
生 

介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

～
あ
な
た
の
や
る
気
を
応
援
し
ま
す
～

　
赤
磐
市
結
婚
推
進
協
議
会
は
、

市
内
在
住
の
結
婚
希
望
者
に
よ

き
配
偶
者
を
紹
介
し
、明
る
く
幸

福
な
家
庭
づ
く
り
の
援
助
を
す

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。一
緒
に
活
動
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■ 

活
動
内
容
／
協
議
会
の
開
催
、

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

の
開
催
、そ
の
他
結
婚
推
進
に

関
す
る
活
動

■ 

注
意
事
項
／
委
員
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。婚
活
関
連
事
業

を
生
業
と
し
て
い
る
人
は
、お

断
り
い
た
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

政
策
推
進
課

　
面
前
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
な
ど
、Ｄ

Ｖ
と
児
童
虐
待
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
17
日
㈮

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館 

視
聴
覚
室

■ 

講
師
／
山
下
明
美
さ
ん（
Ｃ
Ａ

Ｐ
お
か
や
ま
代
表
）

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

募
集
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

■ 

託
児
／
あ
り（
５
月
10
日
㈮
ま

で
に
要
申
し
込
み
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

■ 

日
時
／
５
月
15
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

■ 

場
所
／
山
陽
産
業
会
館
２
階

　
ふ
る
さ
と
交
流
室

■ 

相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所 

年
金
専
門
官

※ 

相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
相
談

時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
す
る
憲
法
週
間
の
行
事

と
し
て
、
無
料
法
律
・
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
法
律
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い（
事

前
申
込
み
不
要
）。

■ 

日
時
／
５
月
８
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■ 

場
所
／
岡
山
弁
護
士
会
館
会

議
室
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

２
９
）

■ 

相
談
員
／
岡
山
弁
護
士
会
、岡

山
地
方
法
務
局

■ 

内
容
／
土
地
、
家
屋
、
交
通
事

故
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相

続
、
人
権
、
子
供
の
非
行
・
人

権
、
登
記
な
ど

※ 

で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・ 

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課
広
報
係

　
☎
０
８
６（
２
２
２
）６
７
７
１

赤
磐
市
結
婚
推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

年
金
相
談

第
１
回
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
～
そ
の
予
防

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
～
」

無
料
法
律・人
権
相
談
所
開
設

広報あかいわ（令和元年5月号）10
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　平成29年度に開催された史跡シンポ
ジウムの内容をまとめた記録集を刊行しま
した。備前地域最大の前方後円墳「両宮
山古墳」が築かれた後の赤磐に迫る１冊
です。第一線で活躍する研究者らが古
墳の変化や産業の展開を手がかりに、両
宮山古墳「以後」の赤磐の歴史をひも解
きます。山陽郷土資料館窓口にて販売中
です。詳細はお問い合わせください。
◇A5判、本文140ページ
◇価格：1,300円

■問い合わせ先／山陽郷土資料館

シンポジウム記録集2
『両宮山古墳以後－古墳時代後期の
赤磐と倭王権－』を販売しています

　
市
は
、ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
幅
広
く
反
映

さ
せ
る
た
め
の
公
聴
事
業
と
し

て
「
市
長
対
話
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
、詳
し

く
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書

広
報
課

　

４
月
１
日
か
ら
津
山
市
が
加

わ
り
、
岡
山
市
、
玉
野
市
、
備
前

市
、
瀬
戸
内
市
、
真
庭
市
、
和
気

町
、
早
島
町
、
美
咲
町
、
吉
備
中

央
町
の
６
市
４
町
の
図
書
館
で

図
書
等
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。利
用
の

際
は
各
図
書
館
の
規
則
に
従
い
、

各
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、ご
利
用
に
な

り
た
い
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は

車
で
遠
方
へ
出
か
け
る
機
会
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、せ
っ
か
く

の
旅
行
も
交
通
事
故
が
起
こ
る

と
悲
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
事
前
に
行
き
先
ま

で
の
交
通
状
況
を
十
分
調
べ
て
、

ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を
立
て
ま

し
ょ
う
。　

　
ま
た
、
車
に
乗
っ
た
ら
、
後
部

座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

旅
行
を
楽
し
い
思
い
出
に
し
ま

し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

　
例
年
、4
月
ご
ろ
か
ら
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か
け
て
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。事
故
に
備

え
た
以
下
の
自
己
救
命
策
を
万

全
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常

時
着
用
、②
携
帯
電
話
な
ど
連
絡

手
段
の
確
保
、③
１
１
８
番
の
活

用
、④
帰
港
時
間
を
家
族
に
伝
え

る(

捜
索
救
助
の
早
期
行
動
に
つ

な
が
り
ま
す)

　
ま
た
、小
型
船
舶
を
使
用
す
る

際
に
は
、
発
航
前
点
検
、
常
時
適

切
な
見
張
り
の
徹
底
、最
新
の
海

象
情
報
の
入
手
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・ 

玉
野
海
上
保
安
部
交
通
課

　
☎
０
８
６
３（
３
２
）３
５
８
９

　

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
、
け
が
や
病
気

に
な
っ
た
場
合
に
、
国
民
健
康

保
険
証
で
診
療
を
受
け
た
と
き

は
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
の
届
け
出
と
事
故
証
明

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

本
来
、
加
害
者
が
医
療
費
を

全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
の
た

め
、
あ
と
で
国
民
健
康
保
険
が

負
担
し
た
医
療
費
を
加
害
者
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班
、
各
支
所
市

民
生
活
課
市
民
生
活
班

　

５
月
11
日
㈯
か
ら
20
日
㈪
ま

で
の
10
日
間
、
「
２
０
１
９
年

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が

県
内
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

ま
た
５
月
20
日
㈪
は
「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
市

内
す
べ
て
の
皆
さ
ん
で
、
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
ま
た
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
安
全

な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

ス
ロ
ー
ガ
ン
／
「
思
い
や
り 

ゆ

と
り
は
無
事
故
へ 

つ
づ
く
道
」

■ 

運
動
の
重
点
目
標

・ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な

通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者

の
交
通
事
故
防
止

・ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

・ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

・ 

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

・ 

横
断
歩
行
者
の
保
護

〈
交
通
安
全
県
民
運
動
出
発
式
〉

■ 

日
時
／
５
月
11
日
㈯

　
午
前
９
時
〜

※
雨
天
時
は
中
止

■ 

場
所
／
中
央
図
書
館
駐
車
場

■ 

内
容
／
交
通
安
全
宣
言
後
、街

頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

市
長
対
話
室

津
山
市
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た

～
岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏・図
書
館
相
互
利
用
～

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て

無
事
故
で
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
も
う

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
に
つ
い
て

《
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
》

２
０
１
９
年

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

お
知
ら
せ
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身
体
・
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
通
学
・
通
院
・
通
所
・
生
業

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
、そ
の
障
が
い
の
等

級
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、自
動
車
税

（
県
税
）
を
減
免
さ
れ
て
い
る
人

は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
該
当
す
る
人
は
、担
当
課
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

減
免
対
象
者

• 

軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人（
等
級
に
よ
っ

て
は
該
当
に
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
）

• 

身
体
障
害
者
な
ど
と
生
計
を

一
に
し
て
い
る
人
で
軽
自
動

車
を
常
時
介
護
に
使
用
し
て

い
る
人
（
た
だ
し
、車
の
所
有

者
は
原
則
身
体
障
害
者
な
ど

本
人
）

■ 

申
請
期
限
／
５
月
31
日
㈮（
納

期
限
）

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

• 

平
成
31
年
度
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書

• 

印
鑑　

• 

運
転
免
許
証

• 

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
手
帳
な
ど　

• 

車
検
証
（
車
検
が
あ
る
車
）

※ 

平
成
30
年
度
に
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
で

車
の
変
更
が
な
い
場
合
は
、申

請
が
不
要
で
す
。車
を
変
更
し

た
人
は
、変
更
後
の
車
で
申
請

が
必
要
で
す
。そ
の
ほ
か
ご
不

明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■ 
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
／
本
庁
税
務

課
市
民
税
班
、各
支
所
市
民
生

活
課
市
民
生
活
班

　
４
月
１
日
か
ら
、国
民
年
金
被

保
険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降
の
人
は
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め

ら
れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
期
間
は
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
か
月
で
す（
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
３
か
月
前
か
ら

の
６
か
月
間
）。

　

届
出
書
は
出
産
予
定
日
の
６

か
月
前
か
ら
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の
／
①
母

子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定

日
（
出
産
日
）
が
確
認
で
き
る

も
の
、
②
印
鑑

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

市
民
課
国
保
年
金
班
、各
支
所

市
民
生
活
課
市
民
生
活
班

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
の
事
業
主

都
合
や
、雇
用
期
間
満
了
な
ど
に

よ
る
離
職
で
国
保
に
加
入
し
た

人
で
、次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人
は
、届
出
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■ 
軽
減
の
要
件

•
離
職
時
点
で
65 

歳
未
満
の
人

• 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

「
離
職
理
由
」
欄
の
数
字
が
11
、

12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、

34
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

■ 

軽
減
の
内
容

• 

国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
す

る
と
き
に
給
与
所
得
を
本
来

の
額
の
30
％
と
し
て
計
算
し
、

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

• 

高
額
療
養
費
な
ど
の
所
得
区

分
を
判
定
す
る
と
き
も
給
与

所
得
を
本
来
の
額
の
30
％
と

し
て
算
定
し
ま
す
。

※ 

給
与
所
得
以
外
の
所
得
は
軽

減
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、同
じ

世
帯
の
ほ
か
の
国
保
加
入
者

の
所
得
は
通
常
の
額
と
し
て

計
算
し
ま
す
。

■ 

軽
減
期
間
／
離
職
し
た
翌
日

の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

■ 

必
要
書
類
な
ど

• 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

• 

印
鑑

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

市
民
課
国
保
年
金
班
、各
支
所

市
民
生
活
課
市
民
生
活
班

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
㈮
で
す
。納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、領
収
書
に
付
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
、必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
１
０（
証
明
）

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
４
４（
課
税
）

　
総
務
省
・
経
済
産
業
省
は
、
６

月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
工

業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。こ
の

調
査
は
、製
造
業
の
事
業
所
が
対

象
と
な
り
、
調
査
の
結
果
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
産
業
施
策

や
中
小
企
業
施
策
の
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
、調
査
員
が
調

査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
票
へ
記
入
し
た
内

容
は
、統
計
以
外
の
目
的
に
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
政
策

推
進
課

■
身
体
障
害
者
相
談
員

　

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

相
談
に
応
じ
、ま
た
関
係
機
関
と

の
調
整
な
ど
を
行
う
人
の
こ
と

で
す
。

平
成
31
年
度

軽
自
動
車
税
減
免
申
請

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
保
税
の
負
担
軽
減

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

身
体
障
害
者・知
的
障
害
者
相
談
員

自
動
車
税
は
５
月
31
日
㈮
ま
で
に

広報あかいわ（令和元年5月号）12



◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

〈
山
陽
地
区
〉

•
今
井
哲
彦 

☎（
９
５
５
）０
４
９
６

•
山
部
博
通 

☎（
９
５
５
）６
６
９
７

•
金
島
伸
吉 

☎（
９
５
５
）１
６
２
０

•
田
村
正
明 
☎
０
８
６（
２
２
９
）２
３
５
７

〈
赤
坂
地
区
〉

•
小
西
憲
勝 
☎（
９
５
７
）３
２
６
４

•
頼
則
幸
穂 

☎（
９
５
７
）４
３
７
７

〈
熊
山
地
区
〉

•
實
盛　
昇 

☎
０
９
０（
７
８
９
６
）４
９
１
７

•
石
野
哲
生 

☎（
９
９
５
）０
０
２
１

〈
吉
井
地
区
〉

•
平
井
千
里 

☎（
９
５
４
）０
６
４
０

•
岡
森
裕
幸 

☎（
９
５
４
）０
７
７
４

■
知
的
障
害
者
相
談
員

　

知
的
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

相
談
に
応
じ
、ま
た
関
係
機
関
と

の
調
整
や
社
会
生
活
の
た
め
に

必
要
な
助
言
な
ど
を
行
う
人
の

こ
と
で
す
。

〈
山
陽
地
区
〉

•
鳥
羽
美
智
代 

☎（
９
５
５
）３
１
５
８

〈
赤
坂
地
区
〉

•
坂
本
朝
子 

☎（
９
５
７
）２
７
４
９

〈
熊
山
地
区
〉

•
西
田
典
子 

☎（
９
９
５
）２
７
３
０

〈
吉
井
地
区
〉

•
金
谷
将
弘 

☎（
９
５
４
）０
０
６
８

※ 

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
た

相
談
内
容
に
つ
い
て
秘
密
は

守
り
ま
す
。個
人
情
報
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し

た
支
援
を
行
い
ま
す
。お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課

　
り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、子

ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談

窓
口（
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）
と
、障
が
い
に
関
す
る

相
談
窓
口（
障
害
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
）を
ま
と
め
た
相
談

窓
口
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
何
を
し
て
く
れ
る
の
？

• 

子
育
て
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と

し
た
不
安
や
悩
み
の
相
談

• 

子
育
て
支
援
関
係
施
設
の
紹
介

• 

障
が
い
に
関
す
る
相
談

• 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
、紹
介

• 

医
療
受
診
の
相
談

• 

幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、
学
校

教
諭
な
ど
の
支
援
者
か
ら
の

相
談　
な
ど

■
ど
ん
な
人
が
相
談
で
き
る
の
？

• 

妊
産
婦
の
人

• 

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
子
育

て
家
庭
の
人

• 

障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

■ 

問
い
合
わ
せ
先

• 

り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
子
ど
も・

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
９
５
５
）０
５
５
５

　
５
月
12
日
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
で
す
。
こ
れ
は
、民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
存
在
や
活

動
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、昭
和
52
年
に
定
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

市
内
に
は
担
当
地
区
を
持
つ

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
が
１

１
３
人
、主
に
児
童
福
祉
に
関
す

る
こ
と
を
担
当
す
る「
主
任
児
童

委
員
」
が
９
人
い
ま
す
。

　
委
員
は
、毎
月
の
定
例
会
や
各

種
研
修
、
地
区
・
学
校
行
事
へ
の

参
加
、社
会
福
祉
協
議
会
の
行
う

友
愛
訪
問
へ
の
協
力
な
ど
、地
域

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。困
っ

た
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課
、各
支
所
市
民
生
活
課

健
康
福
祉
班

　

現
在
改
訂
を
進
め
て
い
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
案

に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
は
、都
市
計
画
法
第
18
条
の
２

の
規
定
に
よ
り
市
が
策
定
す
る

計
画
で
、市
の
都
市
計
画
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も

の
で
す
。
本
計
画
は
、平
成
19
年

３
月
に
策
定
し
、平
成
22
年
３
月

に
は
一
部
改
訂
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
た
び
、策
定
か
ら
約
10
年
経

過
し
た
こ
と
を
受
け
て
、社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
改
訂
を
行
い
ま
す
。

■ 

縦
覧
期
間
／
５
月
７
日
㈫
〜

21
日
㈫
の
開
庁
時
間
内

■ 

縦
覧
場
所
／
本
庁
地
域
整
備

推
進
室

■ 

意
見
書
の
提
出
／
変
更
案
に

つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
内
に
所
定
の
様
式

に
よ
る
意
見
書
を
縦
覧
場
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
／
本
庁

地
域
整
備
推
進
室

　
山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、４
月

１
日
よ
り
休
館
日
、開
館
時
間
お

よ
び「
ふ
れ
あ
い
の
時
間
」（
60
歳

未
満
の
人
が
利
用
可
能
な
時
間
）

を
変
更
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

休
館
日
／
毎
週
水
曜
日
、年
末
年

始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

■ 

開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
７
時
30
分

■
利
用
時
間

• 

老
人
施
設
…
午
前
９
時
〜
午

後
７
時

• 

入
浴
施
設
…
午
前
10
時
〜
午

後
７
時
30
分

• 

入
浴
施
設
関
連
…
午
前
９
時

〜
午
後
７
時
30
分

※「
ふ
れ
あ
い
の
時
間
」

▽ 

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
…
午
後
４
時
〜

▽ 

土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
夏
休
み
な
ど
…
午

前
９
時
〜（
入
浴
施
設
は
午
前

10
時
〜
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
５
５
）３
７
３
２

り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
存
知
で
す
か
？ 

あ
な
た
の
ま
ち
の

相
談
相
手
～
民
生
委
員・児
童
委
員
～

赤
磐
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
案
）の
縦
覧
に
つ
い
て

山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

休
館
日
お
よ
び
開
館
時
間
等
変
更
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犬
に
関
す
る
苦
情
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

が
嫌
わ
れ
る
理
由
の
ほ
と
ん
ど

は
、
ペ
ッ
ト
が
原
因
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
飼
い
主
は
犬
の
性
質
、

性
格
を
よ
く
理
解
し
て
飼
育
し

て
く
だ
さ
い
。
人
と
ペ
ッ
ト
が

共
生
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
育
し
ま

し
ょ
う
。

◆
犬
は
絶
対
に
放
さ
な
い

　

犬
の
散
歩
中
は
リ
ー
ド
を
放

さ
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。
た

と
え
小
さ
な
犬
で
も
、
怖
い

と
感
じ
る
人
も
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
人
が
、
確
実
に
制
御
し
な

が
ら
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
散
歩
以
外
の
と
き
で

も
屋
外
で
は
必
ず
つ
な
ぎ
、
屋

内
飼
育
で
あ
れ
ば
屋
外
に
出
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◆ 

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

散
歩
中
に
フ
ン
を
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
必
ず
飼
い
主
が
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬

の
鳴
き
声
が
近
所
迷
惑
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
無
駄
吠

え
は
、
根
気
よ
く
し
つ
け
直
す

こ
と
で
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

難
し
い
場
合
は
、
し
つ
け
教
室

な
ど
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆ 

犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
法
律
に

よ
り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
い

始
め
た
ら
、
そ
の
日
も
し
く
は

生
後
90
日
を
経
過
し
た
日
か
ら

30
日
以
内
に
登
録
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
手
続
き
が

可
能
な
動
物
病
院
も
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
も
、

法
律
に
よ
り
毎
年
１
回
、
受
け

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
必
ず
毎
年
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
環
境
課

　

市
内
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

設
備
の
適
正
な
設
置
及
び
管
理

を
推
進
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
事
業

　

発
電
出
力
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
の
設
備
。
た
だ
し
、
市
と
の

協
議
や
届
出
等
が
必
要
と
な
る

設
備
は
、
発
電
出
力
50
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
。
（
い
ず

れ
も
屋
根
の
上
な
ど
建
築
物
に

設
置
す
る
と
き
を
除
く
）

※ 

経
過
措
置
に
よ
り
、
４
月
１

日
よ
り
前
に
す
で
に
着
手
し

て
い
る
事
業
に
は
、
市
と
の

協
議
や
届
出
等
の
規
定
は
、

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
協
議
等
の
主
な
手
続

〈
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
場
合
〉

事
業
者
は

① 

発
電
事
業
計
画
を
策
定
し
た

ら
、
ま
ず
市
へ
の
事
前
協
議

が
必
要
で
す
。

② 

地
区
・
近
隣
関
係
者
へ
の
説

明
な
ど
、
周
知
を
し
ま
す
。

③ 

市
へ
の
届
出
を
し
、
協
議
を

行
い
ま
す
。

※ 

事
業
着
手
の
60
日
前
ま
で
に

書
面
に
よ
り
届
出

④ 

協
議
が
終
了
し
た
ら
市
が
協

議
終
了
通
知
を
出
し
ま
す
。

⑤ 

工
事
に
着
手
し
完
了
し
た
ら
、

市
が
現
地
を
確
認
し
完
了
確

認
を
行
い
ま
す
。

■
抑
制
区
域

　

次
の
区
域
に
お
い
て
は
、
発

電
設
備
の
設
置
を
行
わ
な
い
よ

う
市
が
協
力
を
求
め
ま
す
。

法
令
等
に
定
め
の
あ
る

•
自
然
環
境
の
保
全
区
域

• 

自
然
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
る
区
域
（
土
砂
災
害
警
戒

区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
及
び
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
）

•
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

• 

良
好
な
住
環
境
を
保
全
す
る

必
要
が
あ
る
区
域
（
第
１
種

低
層
住
居
専
用
地
域
な
ど
）

■
そ
の
他

　

市
は
、
不
適
正
な
事
案
に
対

し
て
、
指
導
、
助
言
、
勧
告
や

公
表
な
ど
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
な
内
容
、
書
類
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
環
境
課

犬
を
飼
う
上
で

守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

「
赤
磐
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」が
施

行
さ
れ
ま
し
た（
４
月
１
日
施
行
）

　

今
年
で
山
陽
団
地
の
発
掘
調

査
が
開
始
さ
れ
て
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
山
陽
団
地
の
文
化
財

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

と
協
力
し
て
山
陽
団
地
の
文
化

財
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
は
山
陽
郷
土
資
料
館

な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
マ
ッ
プ
を
片
手
に
地
域
の

歴
史
を
再
発
見
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

※ 

部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
教
育

課
文
化
財
班

山
陽
団
地
文
化
財

マ
ッ
プ
配
布
中
！
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

職員が地域へ伺い、くらしの安全・安心
についてそれぞれのテーマでお話しし
ます。お気軽にご利用ください。

● 対象／区・町内会・老人クラブなど地域の団体・職場など、おおむね5人以上の集まり
●所要時間／３０分～１時間程度　　　　　　　　　 ●費用／無料
●日程／原則、平日（１２月２９日～１月４日を除く）　　●会場／申込団体にてご用意ください。
●申込方法／まず電話でご連絡ください。日程調整後に申込書を提出していただきます。
●問い合わせ・申し込み先／本庁くらし安全課

いずれ起こるかもしれないさまざ
まな災害に対し、事前に備えること
を目的として、体験学習や講話な
どをします。地元で行う訓練などと
合わせて、出前講座を行うことも
できます。テーマや研修内容など
については、ご相談ください。
■主な講座内容（例）
◦新聞紙を使ったスリッパづくり
◦着衣を使った簡易担架づくり
◦三角巾を使った応急処置体験

悲惨な交通事故を発生させない
ために、子どもから高齢者まで
すべての世代を対象に、交通ル
ールや交通事故防止策につい
て、お話しします（DVD上映、手
遊び、寸劇なども入れて楽しい
雰囲気で行います）。
■主な講座内容
◦高齢者の交通事故防止
◦子どもの交通事故防止
◦夜光反射材の着用
◦おかやま愛カード
◦自動車の運転支援装置 など

消費者被害を未然に防ぐために、
消費者としての心構え、悪質な業
者への事前・事後の対応の仕方、法
律の考え方などを、消費生活相談
員が伺い、お話しします。ＤＶＤや替
え歌、クイズなどを取り入れること
もできます。テーマや研修内容な
どについては、ご相談ください。
■主な講座内容（例）
◦悪質商法の手口とその対処法
◦最近の消費者相談事例
◦クーリング・オフについて
◦食品表示の見方

防　　災 交通安全 消費生活

前出 座のご案内

「笑顔いっぱい  大好き山陽西幼稚園!!」  園長　岡﨑 泰子

●友達との関わりから
　子どもたちが互いに感じたことや思ったことを伝え合い、みんなで考え遊びを作り出して楽しむことを
目指しています。遊びへのイメージはそれぞれ違いますが、みんなで伝え合い、力を合わせて遊びを作り
出していくからこそ新しい発見や友達と一緒に活動する楽しさが生まれてきま
す。遊びを通して色々な思いや考えがあることを学んでいます。また、異年齢
児との関わりを通して相手に対する優しさや思いやり、憧れの気持ちを育み友
達とのさまざまな関わり方について学んでいます。
●家庭とともに
　保護者は子どもたちが楽しい園生活を送れるように、また、親として育って
いきたいという思いを持ち、楽しんでＰＴＡ活動を行ってくださっています。保
護者同士がさらにつながり、子育ての楽しさを実感していただきたいです。
●地域とともに
　年間を通して色々な場所に出掛けたり、地域の皆さんと交流したりするなど
触れ合いを持たせていただいています。いつも園児に温かく声を掛けてくださ
る地域の皆さんに支えられ活動しています。

市 内 の 小 中 学 校・幼 稚 園・保 育 園・こ ど も 園 を 紹 介 し ま す！

⑦山陽西幼稚園 ▶︎所在地／山陽3-10
▶︎園児数／１９人

ムコ ラ

講

友達と関わることを喜び、意欲的に活動する子どもをそだてる園教育目標
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●赤磐市の人口 （2019年4月1日現在）

人　口 44,238 人 （ －39 ）
男　性 21,264 人 （ － 8 ）
女　性 22,974 人 （ －31 ）
世帯数 18,384 世帯 （ ＋41 ）

　※（　）は3月1日との差

●2019年3月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は2019年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

1
（1）

6
（16）

48
（164）

17
（49）

12
（41）

83
（270）

東出
張所

0
（0）

0
（1）

0
（0）

1
（2）

1
（3）

1
（8）

20
（67）

7
（14）

4
（16）

32
（105）

北出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（1）

0
（1）

1
（1）

11
（47）

2
（8）

1
（5）

15
（61）

計 0
（0）

0
（1）

0
（0）

2
（4）

2
（5）

8
（25）

79
（278）

26
（71）

17
（62）

130
（436）

●2019年3月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

2019年3月中 77 5 0 0 5 72 
2018年3月中 94 8 1 1 6 86 
増 減 -17 -3 -1 -1 -1 -14 
2019年3月末 214 16 1 3 18 198 
2018年3月末 269 26 2 6 30 243 
増 減 -55 -10 -1 -3 -12 -45 

あかいわ健康・急病
相 談 ダ イ ヤ ル

 経験豊富な看護師・保健師などが健康に
関する相談に、24時間年中無休で、きめ
細かくアドバイスします。
※ プライバシーは厳守されるシステムになってい

ますので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通

知設定の電話、公衆電話からの相談は受けるこ
とができませんのでご注意ください。

●この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課 ☎955-1117

●5月の休日当番医 （窓口受付 9:00～17:00）
1日㈬ うえの内科小児科医院 ☎956-0505
2日㈭ 小坂内科医院 ☎955-3344

3日㈮ 桜井内科 ☎957-3012
ひらた整形外科 ☎956-0700

4日㈯ 桜が丘クリニック ☎955-8025
ますだ眼科クリニック ☎958-5558

5日㈰ 戸川クリニック ☎957-3057
山本クリニック ☎955-8868

6日㈪ 吉井医院 ☎955-5515
間阪内科 ☎086-952-1717

12日㈰ 赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112
長島病院 ☎086-952-1355

19日㈰ 森クリニック ☎954-4747
あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

26日㈰ 熊山診療所 ☎995-1251
石原医院 ☎086-952-0162

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については4月1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
<問い合わせ先> 本庁健康増進課 ☎955-1117

●今月の相談 （相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田 哲也 ・ 賀川 進太郎

5月10日㈮
午後1時～4時

桜が丘いきいき交流
センター講座室

本庁協働推進課
☎955-1114

巡回無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　今村 恵美子

5月14日㈫
午前10時～午後3時

吉井会館            
視聴覚資料室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

なやみごと（人権）
　相談員…人権擁護委員

行政
　相談員…行政相談委員

5月8日㈬
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
☎955-1114

5月9日㈭
午後1時～3時

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

●5月の税を期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 1 期
軽 自 動 車 税 全期

※期限は5月31日まで
きみからの あったか言葉 元気でる

運転中 シートベルトは 命のたすき

今 月 の 標 語
人権啓発

交　通

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０-１
い い わ

１８-３
み よ う よ

８４

LIFECALENDER
ライフ・カレンダー
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ス 紹観 ッ 介ポ光 ト

●5月の健診・定期救急講習など
1 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

2 木 ㊡桜が丘出張所

3 金 ㊡桜が丘出張所

4 土 ㊡桜が丘出張所

5 日 ㊡桜が丘出張所

6 月 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

7 火

8 水 2歳6か月児歯科健診
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

9 木

10 金 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日 ★犯罪ゼロの日

11 土 ㊡桜が丘出張所

12 日

13 月 ㊡山陽郷土資料館

14 火 1歳6か月児健康診査

15 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

16 木

17 金

18 土 ㊡桜が丘出張所

19 日

20 月 ㊡山陽郷土資料館
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 火

22 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

23 木

24 金 3歳児健康診査

25 土 ㊡桜が丘出張所
★交通安全日

26 日 定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12：00

27 月 ㊡山陽郷土資料館

28 火 乳児健康診査

29 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

30 木 ★交通事故・交通違反ゼロの日

31 金 育児相談（山陽保健センター）

●乳幼児健診・育児相談の日程
＜乳幼児健診＞
持ち物は対象者に送付する「健診のご案内」をご確認ください。
▶場所…山陽保健センター ▶受付時間…12：45～13：15

健診・受診日 対　象　者

乳児健康診査
5月28日㈫ 平成31年1月生まれ

1歳6か月児健康診査
5月14日㈫ 平成29年10月生まれ

2歳6か月児歯科健診
5月8日㈬

平成28年10月24日
～11月30日生まれ

3歳児健診
5月24日㈮ 平成27年11月生まれ

<育児相談＞
母子健康手帳をご持参ください。

相談日・受付時間・場所 対　象　者

5月31日㈮
9：45～10：30
山陽保健センター

平成30年7月生まれ・
平成30年10月生まれ
および希望者

■次回健診などの日程
・乳児健康診査…………6月25日㈫、7月30日㈫
・ 1歳6か月児健康診査…6月4日㈫、7月9日㈫
・2歳6か月児歯科健診…6月12日㈬、7月3日㈬
・3歳児健康診査…………6月21日㈮、7月5日㈮
・育児相談（山陽保健センター）…6月28日㈮、7月16日㈫
・育児相談（吉井保健センター）…7月26日㈮

　平成31年度の健診日程・対象者などについては、
市ホームページでご確認いただけます。
　また、平成３１年度子どものけんこうカレンダーは、
本庁健康増進課または各支所市民生活課にあります
ので、ご利用ください。

熊 山 英 国 庭 園
　英国庭園では、約800本のバラと多種多様の
ハーブが栽培されており、6月初旬に見ごろを
迎えます。園内では、農カフェ“AKAiiWA”の挽
きたてコーヒ
ーやアロマ体
験なども楽し
め ます 。花 々
に 囲 ま れ て 、
ゆったりとし
た時間をお過
ごしください。

㉄熊山支所産業建設課 ☎995-1217

LIFECALENDER
ライフ・カレンダー
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※ 

全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

第
41
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
（
東
京
）

◦
山
陽
東
小
学
校
６
年
（
出
場
時
）

　

藤
原
龍
之
介

第
30
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
三
重
県
）

◦
赤
坂
中
学
校
２
年
（
出
場
時
）

　

奥
田　

叶
汰
（
町
苅
田
）

第
27
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
春
季
大
会

（
岡
山
県
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
２
年
（
出
場
時
）

　

河
田　

大
空
（
桜
が
丘
西
10
）

第
５
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

■
開
催
日
／
２
月
23
日
㈯

■ 

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■ 

参
加
人
数
／
22
人

■
結
果

◦
優
勝
…
森
内　

新
一
（
周
匝
）

◦
準
優
勝
…
高
原
ミ
チ
子
（
山
陽
２
）

第
26
回
赤
磐
市
春
季
射
撃
大
会

　

３
月
16
日
、
岡
山
県
ク
レ
ー
射

撃
場
で
第
26
回
赤
磐
市
春
季
射
撃

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◦
優
勝
…
西
田　
　

玲　

36
点

◦
準
優
勝
…
松
田　

典
章　

34
点

第
９
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

■ 

日
時
／
５
月
12
日
㈰ 

午
前
９
時

　

※
雨
天
の
場
合
５
月
19
日
㈰

■ 

場
所
／
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目

◦
一
般
男
女
の
部

◦
シ
ニ
ア
（
45
歳
以
上
）
男
女
の
部

※ 

男
子
70
歳
以
上
は
シ
ニ
ア
女
子
の

部
参
加
可
能
、
ミ
ッ
ク
ス
も
可

◦
中
学
生
男
女
の
部

■ 
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■ 
参
加
費

◦
一
般
・
シ
ニ
ア
１
ペ
ア
…
千
円

◦
中
学
生
１
ペ
ア
…
６
０
０
円

■
申
込
期
限
／
５
月
２
日
㈭

■ 

主
催
／
赤
磐
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
辻
原

　

☎
０
７
０（
５
３
０
７
）１
１
２
２

　

FAX
０
８
６（
２
７
２
）２
１
８
９

２
０
１
９
年
度
春
季
赤
磐
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

■ 

日
時
／
５
月
26
日
㈰
（
受
付
午

前
９
時
～
）

■ 

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

■
講
師
／
田
中
信
雄
（
日
本
体
育

協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
指
導
員
・

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
） 

■ 

ク
ラ
ス

◦ 

初
心
者
・
学
生
の
部
（
小
中
学

生
）
…
午
前
９
時
～
正
午

◦ 

一
般
の
部
…
午
後
１
時
～
４
時

■ 

定
員
／
各
50
人

■ 

参
加
費

◦
学
生
…
７
０
０
円

◦
一
般
…
千
円

■ 

申
込
期
限
／
５
月
15
日
㈬

■ 

主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
福
田 

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

募
　
集

全
国
大
会
出
場

結
　
果

■5月のスケジュール�（○=プール一般開放）�� ☆5月29日㈬は、チャレンジデー !無料開放します。

時間帯
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

山
　
陽

10:00-20:30 休�

館�

日

○ ○ ○ ○ 休�

館�

日

○ ○ ○ ○ 休�

館�

日

○ ○ ○ ○ 休�

館�

日

☆ ○ ○
13:00-20:30 ○ ○ ○
10:00-16:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉
　
井

10:00-12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休�

館�

日

○ ○ ○ ○ ○ 休�

館�

日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休�

館�

日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休�

館�

日

○ ☆ ○ ○
14:00-16:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○
18:30-20:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○

＜スポーツ施設利用案内＞ 
山陽ふれあい公園 ■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎955-4432　

■利用料金／◦ プール…高校生以上400円、中学生以下200円　◦ トレーニングルーム…300円

吉 井 B & G
海 洋 セ ン タ ー

■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎954-2323
■利用料金／◦プール…高校生以上200円、中学生以下100円　◦トレーニングルーム…200円

グラウンド・ゴルフ場 ■開館時間／午前8時30分～午後6時30分（夏季） 〈休業日：月曜日〉　　■問い合わせ先／☎955-6657
■利用料金／◦市内の人…300円／日、10,000円／年　◦市外の人…500円／日、15,000円／年

市内で開催された大会の結果、イベントの参加者募集告知、
全国大会の出場者などをお知らせします。

詳細や不明な点などは左記までお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ大会・イベントの情報教育委員会スポーツ振興課
（中央公民館2階）

☎955-0738／FAX955-1163

チャレンジデー２０１９
5月29日㈬

対戦相手が秋田県能代市に決定
当日、市内で１５分間体を動かしましょう！
詳細は、今月の広報あかいわ折り込みチラシをご覧
ください。
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参加を希望する人は、事前に申し込みが必要です。 ◆印はその都度利用（予約不要）もできます。

山陽ふれあい公園 ～5月から参加できる運動教室参加者募集～ ｜ ☎955-4432

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◆ＳＬＯＷピラティス① 火 9:10～ 9:55 １５人
呼吸を意識して姿勢改善し、からだのゆがみを矯正します。

◆ＳＬＯＷピラティス② 火 10:05～10:50 １５人
◆脂肪燃焼エクササイズ 火 11:10～12:00 １５人 有酸素運動と筋コンディションで脂肪燃焼

太極拳 火 15:10～16:10 １５人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性を養います。

◆ダンス教室（中学生以上） 火 19:00～20:30 １５人 中学生以上の学生を対象にしたダンス教室です。

◆やさしい筋調整ヨガ 水 11:00～12:00 １５人 柔軟性・筋力を高め、バランスのよい身体に導きます。

◆ボディパンプ 水 19:30～20:30 20人 音楽に合わせて楽しく筋トレ。シェイプアップ。

◆はじめてエアロ 木 10:00～10:40 １５人 簡単なステップを中心にシェイプアップ。

ダンス教室（５歳～小３） ◎ 木 16:30～17:30 １５人 初めての人でも大丈夫、楽しく体を動かします。

◆子どもリトミック（0歳～3歳）  ◎ 金 10:00～11:00 １０人 音楽を楽しみながら、情操を養います。

カワイ体操教室（年小） ◎ 金 15:３0～16:３0 １5人
マット運動や跳び箱で基礎的な運動能力を身につけます。カワイ体操教室（年中～年長） ◎ 金 16:30～17:30 １５人

カワイ体操教室（小学生） ◎ 金 17:30～18:30 １５人
ヨガ（リフレッシュ） 金 18:45～19:45 15人 体幹を引き締める効果もある教室です。

ヨガ瞑想 土 9:15～10:15 １５人 運動・呼吸・瞑想・香りの効果でリラックス。

硬式テニススクール①（キッズ） ◎ 土 13:00～14:00 ６人 ５歳～８歳の人対象です。初めての人大歓迎です。

◆硬式テニススクール②（ジュニア） ◎ 土 14:30～15:30 １０人 ８歳～１５歳の人対象です。初めての人大歓迎です。

硬式テニススクール③（経験者） ◎ 土 16:00～18:00 １２人 ８歳～１５歳のテニス経験者の人対象です。

◆硬式テニススクール（一般） 土 19:00～20:30 １０人 16歳以上のテニスをやったことのある人にお勧めです。

幼児クラス（３歳～未就学児） ★◎ 火・水・木 15:30～16:30 各曜日２５人 水慣れから顔付け・バタ足・クロールを習得します。

児童クラス①（小学生） ★◎ 火・水・木 16:30～17:30 各曜日40人 バタ足からクロール・背泳ぎを習得します。

児童クラス②（小学生） ★◎ 火・水・木 17:30～18:30 各曜日40人 クロール・平泳ぎが泳げる人対象。平泳ぎ・バタフライを習得します。

◆アクアビクス ★ 火 13:45～14:15 １５人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動きます。

◆アクアウォーキング ★ 水 13:15～13:45 １５人 プールの中で楽しく歩きます。
◎…子ども向け教室（それ以外は大人〈16歳以上〉向け教室）　★…プールでの水泳教室　 ※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

水泳教室1・2年生　 ★◎ 水 18：３０～19：2０ 20人 子どものレベルに合わせながら、正しい泳ぎが身につきます。

水泳教室3・４年生　 ★◎ 金 18：３０～19：2０ 20人 正しい泳法を身につけ25㍍泳げることを目指します。

水泳教室5・6年生、中学生 ★◎ 水.金 19：3０～２０：2０ 20人 泳力に合わせ、タイムアップを目指します。4泳法も指導します。

みずなれ教室（4・5歳児） ★◎ 土 １0：１０～１０：５０ １0人 水慣れから始め、楽しく遊びながら顔付けなどができるようになります。

太極拳 第2・4火 １９：３０～２０：５０ 20人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性、身体バランスを養います。

水中ウォーキング ★ 火・土 １１：００～１１：５０ 20人 水の浮力や水圧を利用し、筋力.体力向上、引締め効果が期待できます。

らくらく体操　　　 第1・3木 １３：２０～１４：００ 20人 肩こり、腰痛等の改善・予防につながるストレッチなどを行います。

ヨガ 木 ２０：００～２０：５０ 20人 ヨガの正しいポーズや呼吸で、身体の調整を図ります。

ズンバ・Ｂ.コンディション 金 １９：３０～２０：５０ 20人 ラテンの音楽に合わせてエクササイズで身体のコンディションを整えます。
◎…子ども向け教室（それ以外は大人〈16歳以上〉向け教室）　★…プールでの水泳教室 ※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

　初めてでも気軽に参加できます。自然あふれる吉井B&G海洋センターで、一緒に楽しく体を動かしませんか。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター ～スポーツ教室参加者募集～ ｜ ☎954-2323

各スポーツ施設で開催している教室などをピックアップしてご紹介します。
この他にもたくさんの教室があります。
下記の各施設連絡先までお気軽にお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

ス ポ ー ツ 教 室・講 座 の 紹 介
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■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
第
一
会

議
室

お
や
じ
の
料
理
教
室

　

山
陽
公
民
館
の
公
民
館
グ
ル

ー
プ
「
お
や
じ
の
エ
プ
ロ
ン
」
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し

く
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
５
月
24
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

■ 

場
所
／
山
陽
公
民
館
調
理
研
修
室

■ 

対
象
／
男
性　

■
定
員
／
10
人

■ 

参
加
費
／
７
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
米
１
合

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
７
日
㈫

円
通
寺
の
歴
史
探
訪
教
室

　

良
寛
和
尚
が
若
い
こ
ろ
修
行

し
た
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
円
通

寺
を
訪
ね
、
１
２
０
０
年
の
歴
史

を
今
に
残
す
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ

し
ま
し
ょ
う
。

※
バ
ス
で
移
動

■ 

日
時
／
６
月
３
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■ 

講
師
／
三
村
勉
さ
ん

■ 

対
象
／
一
般　

■
定
員
／
20
人

■ 
参
加
費
／
４
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
昼
食
、
飲
み
物
、
ス

ケ
ッ
チ
画
材

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
13
日
㈪

和
菓
子
作
り
教
室

　

季
節
を
映
す
上
品
な
味
、
さ
ま

ざ
ま
な
和
菓
子
作
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
６
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■ 

講
師
／
三
宅
弘
裕
さ
ん
（
和
菓

子
職
人
）

■ 

対
象
／
一
般　

■
定
員
／
15
人

■ 

参
加
費
／
千
円

■ 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
容
器

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
13
日
㈪

５
月
思
い
出
作
り
教
室

～
元
気
に
友
達
と
遊
ぼ
う
～

　

あ
い
さ
つ
、
は
き
も
の
は
く
つ

箱
に
、
遊
ん
だ
後
は
片
付
け
て
、

一
人
ひ
と
り
が
守
っ
て
楽
し
い

思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

■ 

日
時
／
５
月
８
日
㈬
～
31
日
㈮

午
後
４
時
～
５
時

※ 

火
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
教

室
を
休
み
ま
す
。

■ 

対
象
／
幼
児
、
小
学
生
、
一
般

■ 

参
加
費
／
無
料

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
よ
う
！

　

公
民
館
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ
を

満
喫
し
ま
し
ょ
う
。
各
公
民
館
で

楽
し
い
企
画
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■ 

日
時
／
５
月
29
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
所
／
市
内
各
公
民
館

■ 

対
象
／
幼
児
～
一
般

■ 

参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
不
要

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
乳
幼

児
～
小
学
生
対
象
）〈
全
５
回
〉

　

全
回
受
講
者
は
講
座
終
了
後
、

公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。（
原

則
全
回
受
講
。
１
回
の
み
の
受
講

も
可
）

■ 

対
象
／
一
般

■
定
員
／
20
人　

■ 

参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
受
付
中

〈 

第
１
回
目
〉
①
「
地
域
全
体
で
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
支
え
よ
う
！
」、 

②「
子
ど
も
の

心
の
発
達
と
そ
の
接
し
方
」

■ 

日
時
／
５
月
13
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所
／
中
央
公
民
館
講
座
室

■ 

講
師
／
①
田
甫
健
一
さ
ん（
岡
山

教
育
事
務
所
）
②
杉
山
嘉
弘
さ
ん

（
県
青
少
年
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

〈 

第
２
回
目
〉「
子
ど
も
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
・
こ
れ
だ
け
は
知

っ
て
お
き
た
い
救
急
法
」

■ 

日
時
／
５
月
20
日
㈪

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
展
示
講
座
室

■ 

講
師
／
日
本
赤
十
字
社
岡
山

県
支
部 

指
導
員

〈 

第
３
回
目
〉「
遊
び
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
」

■ 

日
時
／
５
月
31
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
展
示
講
座
室

■ 

講
師
／
中
山
芳
一
さ
ん
（
岡
山

大
学
全
学
教
育
・
学
生
支
援
機

構
准
教
授
）

〈
第
４
回
目
〉「
子
ど
も
の
遊
ば
せ

方
（
作
っ
て
遊
ぼ
う
・
動
い
て

遊
ぼ
う
）」

■ 
日
時
／
６
月
３
日
㈪

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
展
示
講
座
室

■ 

講
師
／
高
見
博
子
さ
ん
（
吉
備

国
際
大
学
非
常
勤
講
師
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で

〈
第
５
回
目
・
実
践
〉「
放
課
後
子

ど
も
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」

■ 

日
時
／
６
月
17
日
㈪

　

午
後
２
時
～
６
時 

■各公民館の住所・問い合わせ先
　○中央公民館 （下市337／☎955-0069）
　○西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
　○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
　○熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

○高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
○山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

※講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。　 ※定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。　　　 
※この公民館情報は、市ホームページ（http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html）でもご覧いただけます。

公 民 館 講 座 のご案 内

各

公

民

館

高
月
公
民
館

西
山
公
民
館

中
央
公
民
館
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■ 

申
し
込
み
／
不
要
（
期
間
中
何

回
で
も
利
用
で
き
ま
す
）

思
い
出
作
り
ア
ー
ト
教
室
①

　

べ
ん
が
ら
染
め
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
緑
を
使
っ
て
染
め
ま

す
。
簡
単
な
手
順
で
染
め
ら
れ
る

の
で
初
心
者
に
も
お
す
す
め
で

す
。

■ 

日
時
／
５
月
27
日
㈪

　

午
前
９
時
～
正
午

■ 

対
象
／
一
般

■
定
員
／
10
人

■ 

参
加
費
／
５
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
染
め
た
い
も
の(

詳

細
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
）

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
８
日
㈬

美
わ
く
わ
く
カ
レ
ッ
ジ（
全
３
回

／
受
け
付
け
は
１
回
ご
と
）

　
「
作
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
講
し

ま
す
。
造
形
の
「
美
」
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

〈 

第
1
回
〉「
押
絵
」

　

布
を
使
っ
て
立
体
的
な
絵
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
17
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■ 

講
師
／
大
沼
静
子
さ
ん

■
定
員
／
６
人

■ 

参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
含
）

■ 

持
ち
物
／
ハ
サ
ミ
、
布
巾
１
枚

■ 

申
込
開
始
日
／
４
月
26
日
㈮

〈
第
２
回
〉「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
・
ボ

ー
ル
ペ
ン
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」

　

ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
、
作
成

し
て
い
き
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
23
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■ 

講
師
／
歳
森
由
紀
子
さ
ん

■
定
員
／
10
人

■ 

参
加
費
／
９
０
０
円
（
材
料
代
含
）

■ 

持
ち
物
／
ハ
サ
ミ
、
タ
オ
ル

■ 
申
込
開
始
日
／
４
月
26
日
㈮

第
76
回
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト

﹁
心
に
ひ
び
く
マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ
﹂

■ 

日
時
／
６
月
１
日
㈯

　

 

午
後
２
時
～
３
時
（
開
場
…
午

後
１
時
30
分
）

■ 

出
演
／
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
「
ア
モ
ー
レ
」

■ 

曲
目
／
蛍
の
舞
曲
、
雨
、
中
仙

道
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
（
丘
を
越

え
て
）　

他

■ 

対
象
／
乳
幼
児
～
一
般

■
入
場
料
／
無
料

■
申
し
込
み
／
不
要

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
教
室（
全

３
回
／
１
回
ご
と
の
受
付
）

　

ダ
ン
ス
や
脳
ト
レ
・
筋
ト
レ
を

し
な
が
ら
、
楽
し
く
身
体
を
動
か

し
ま
す
。

■ 

日
時
／
①
５
月
20
日
㈪ 

午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分 

②
５
月

30
日
㈭ 

午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分 

③
６
月
４
日
㈫ 

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

■ 

講
師
／
青
山
敦
子
さ
ん

■ 

対
象
／
一
般　

■
定
員
／
各
日
10
人

■ 

参
加
費
／
１
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、

上
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、
飲
み
物

■ 

申
込
開
始
日
／
４
月
26
日
㈮

戦
国
歴
史
講
座 

第
８
弾﹁
宇
喜

多
秀
家
と
母
お
ふ
く
さ
ん
﹂

　

備
前
岡
山
57
万
石
の
城
主
・
宇

喜
多
秀
家
と
母
・
お
ふ
く
さ
ん
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
27
日
㈪

　

午
前
10
時
～
正
午

■ 

講
師
／
塚
田
克
仁
さ
ん

■
定
員
／
30
人

■ 
参
加
費
／
１
０
０
円

■ 
申
込
開
始
日
／
５
月
７
日
㈫

倉
敷
往
来
と
道
中
文
化
財
探
訪
⑦

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

吉
井
方
面
の
コ
ー
ス
で
す
。

■ 

日
時
／
５
月
29
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
ご
ろ

※
雨
天
中
止

■ 

集
合
場
所
／
山
陽
公
民
館

■ 

講
師
／
高
畑
富
子
さ
ん

■ 

定
員
／
25
人
（
バ
ス
で
出
発
地

点
ま
で
移
動
し
ま
す
）

■ 

参
加
費
／
１
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
軽
食
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
帽
子
、
履
き
な
れ
た
靴

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
７
日
㈫

そ
ば
亭﹁
や
よ
い
﹂開
店
し
ま
す

　
「
そ
ば
打
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
よ
る
「
そ
ば
亭
」
で
す
。
今
回

は
、「
つ
け
麺
」
を
提
供
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
30
日
㈭　

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
1
時

■
定
員
／
40
人　

■ 

参
加
費
／
そ
ば
４
０
０
円
（
限

定
40
食
）

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
７
日
㈫

ド
キ
ド
キ
講
座﹁
自
然
観
察
会
﹂

～
山
の
鳥・夏
鳥
！
～

■ 

日
時
／
５
月
18
日
㈯

　

午
前
９
時
～
11
時

■ 

集
合
場
所
／
奥
吉
原
林
道
沿
い

■ 

対
象
／
幼
児
、
小
学
生
～
一
般

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
帽
子
、
双
眼
鏡
（
あ

れ
ば
）、
筆
記
用
具

■ 
申
込
開
始
日
／
５
月
７
日
㈫

無
料
観
望
会（
竜
天
天
文
台
）

　

夜
空
の
観
察
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■ 

日
時
／
５
月
４
日
㈯

　

午
後
７
時
～
10
時

※
曇
天
中
止

■ 

場
所
／
竜
天
天
文
台
公
園

■ 

対
象
／
一
般　

■ 

参
加
費
／
無
料　

■ 

持
ち
物
／
防
寒
具

■
申
し
込
み
／
不
要

天
文
教
室﹁
リ
ク
エ
ス
ト
観
測
会

／
は
や
ぶ
さ
２
﹂

　

竜
天
天
文
台
で
星
や
宇
宙
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
！ 

天
体

や
星
座
を
40
㎝
望
遠
鏡
な
ど
の

機
材
で
観
測
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
12
日
㈰

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

※ 

曇
天
な
ど
で
観
測
で
き
な
い

場
合
も
開
催
し
ま
す
。

■ 

場
所
／
竜
天
天
文
台
公
園

■ 

対
象
／
小
学
３
年
生
～
一
般

■
定
員
／
各
回
20
人

■ 

参
加
費
／
各
回
１
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
／
受
付
中

公 民 館 講 座 のご案 内

山
陽
公
民
館

熊
山
公
民
館

吉
井
公
民
館
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旧　　　職 氏　名
産業振興部　政策監（農業戦略担当）（農林水産省へ帰任） 一阪　郁久
総合政策部　部長（岡山県へ帰任） 作間　正浩
建設事業部　地域整備推進室　参事（岡山県へ帰任） 有門　光晴
教育委員会　学校教育課　課長　兼
適応指導教室　室長（岡山県へ帰任） 松井　啓子

建設事業部　参与（地域整備戦略担当）　兼
地域整備推進室　室長事務取扱（岡山市へ帰任） 加藤　孝志

議会事務局　事務局長　 奥田　吉男
総務部　部長　 前田　正之
保健福祉部　部長　兼
社会福祉事務所　所長事務取扱 直原　　平

赤坂支所　支所長　兼
赤坂支所　市民生活課　課長事務取扱 黒田　靖之

吉井支所　支所長　兼
市民生活課　課長事務取扱　兼
仁堀出張所　所長事務取扱

徳光　哲也

建設事業部　参与　兼
財務部　参与　兼
保健福祉部　参与

溝口　　誠

保健福祉部　参与　兼
社会福祉課　課長事務取扱 国正　俊治

総務部　くらし安全課　課長　兼
赤磐市消費生活センター　センター長 中川　裕敏

産業振興部　商工観光課　課長　兼
赤磐市産業支援センター　センター長　兼
赤磐市産業会館　館長

歳森　信明

総務部　総務課付　参事　 平井　直人
教育委員会　山陽幼稚園　園長　 徳光　裕子
保健福祉部　周匝保育園　園長　 高田　牧子
教育委員会　中央公民館　副参事　 重松　清志
総務部　くらし安全課　副参事 岩本　　淳
教育委員会　教育総務課　副参事　兼
スポーツ振興課　副参事 中務　敦彦

●退職・退任者
旧　　　職 氏　名

市民生活部　市民課　副参事 島村　真由美
教育委員会　吉井公民館　館長　兼
吉井図書館　館長　兼
吉井生涯学習センター　センター館長　兼
教育委員会　吉井分室　分室長　兼
教育委員会　吉井郷土資料館　館長

遠藤　正明

市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術副所長 丹治　昌昭
総合政策部　秘書企画課　主査技術員　 羽原　通弘
総務部　総務課　主査　 松田　美穂
保健福祉部　子育て支援課　主査　 岸本　英之
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　主任技術員 人見　孝治
教育委員会　東学校給食センター　主任調理員　 加藤　諭美
総合政策部　秘書企画課　主事 木下　有季子
保健福祉部　健康増進課　保健師　 岡田　佳穂里
教育委員会　ひかり幼稚園　教諭　 国代　侑里
保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　保育士　 藤原　智恵
保健福祉部　仁美保育園　保育士　 東　　史織
保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　保育士　 柏野　裕実
保健福祉部　黒本保育園　保育士　 渡邉　紋加
保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　保育士　 土井　晶恵
保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　保育士　 井上みさと
保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　看護師　 上山真由美
総合政策部　秘書企画課　主幹（任期付） 山田　敏之
保健福祉部　健康増進課　主事（任期付） 三村ゆかり
産業振興部　農林課　主事（任期付） 松嶋　秀行
赤坂支所　産業建設課　主事（再任用） 高橋　浩一
教育委員会　中央図書館　主事（再任用） 三宅　康栄
熊山支所　健康福祉課　主事（再任用） 安井真由美
吉井支所　産業建設課　主事（再任用） 奥田　智明
教育委員会　中央学校給食センター　調理員（再任用） 内田　道子
教育委員会　赤坂公民館　主事（再任用）　兼
教育委員会　赤坂分室　主事（再任用） 横溝　祐子

職　　　名 氏　名
総合政策部　部長（岡山県から派遣） 安田　良一
建設事業部　地域整備推進室　主幹（岡山県から派遣） 芝　　大輔
教育委員会　学校教育課　主任（岡山県から派遣） 穐田　真俊
建設事業部　地域整備推進室　室長（岡山市から派遣） 菊地　良典
市民生活部　市民課　主事補 西井　　眸
保健福祉部　社会福祉課　主査 三村ゆかり
保健福祉部　社会福祉課　主事補 羽原愼一郎
産業振興部　商工観光課　主事補 田中　智大
財務部　財政課　主事補　 藤江　結花
保健福祉部　健康増進課　保健師 山田　桜子
保健福祉部　黒本保育園　保育士　 三枡　典子
保健福祉部　佐伯北保育園　保育士　 髙橋　真子
保健福祉部　仁美保育園　保育士　 景山　音羽
保健福祉部　子育て支援課付　保育士　併任　教育委員会　山陽北幼稚園　教諭 内田　早紀
保健福祉部　仁美保育園　保育士　 山﨑　　暁
保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　保育士　 田口さくら
保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　保育士　 山路　千晴

●新規採用
職　　　名 氏　名

保健福祉部　子育て支援課付　保育士　併任　教育委員会　いわなし幼稚園　教諭 砂子　香織
保健福祉部　周匝保育園　保育士　 内田寿栄子
保健福祉部　子育て支援課付　保育士　併任　教育委員会　ひかり幼稚園　教諭 髙尾　晃汰
消防本部　消防総務課　総務係　消防士 寺見　　涼
建設事業部　参事　兼　財務部　参事（任期付） 溝口　　誠
総合政策部　秘書広報課　技術員（再任用） 羽原　通弘
総務部　くらし安全課　主事（再任用） 岩本　　淳
保健福祉部　子育て支援課　主事（再任用） 直原　　平
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術員（再任用） 丹治　昌昭
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術員（再任用） 人見　孝治
赤坂支所　産業建設課　主事（再任用） 黒田　靖之
吉井支所　産業建設課　主事（再任用） 奥田　吉男
教育委員会　教育総務課　主事（再任用） 中務　敦彦
教育委員会　学校教育課　主事（再任用） 徳光　裕子
教育委員会　社会教育課　主事（再任用） 遠藤　正明
教育委員会　東学校給食センター　調理員（再任用） 加藤　諭美

平成31年４月１日付けの機構改革に
より、赤磐市役所および支所の組織
を変更しました。主な変更としては、
次のとおりです。
＜問い合わせ先＞
　本庁総務課 ☎955-4782

市役所
◦ 市の重要政策の企画や地方創生、地域振興等を担う

課として「政策推進課」を改編しました。
◦ 税金や使用料などの収納および滞納整理等を担う班

として税務課に「特別徴収班」を改編しました。

支　所 ◦ 健康づくりや予防接種、児童福祉などを担う班として
市民生活課に「健康福祉班」を改編しました。
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市役所の
●4月  部長・課長・園長級異動 （ ■は部長級 ）

部　名 課　名 職　　　名 氏　名 前　　職

総合政策部
部長 安田　良一 岡山県から派遣

秘書広報課 課長 小引　千賀 総合政策部　秘書企画課　課長
政策推進課 課長 花谷　晋一 総合政策部　秘書企画課　副参事

総 務 部

部長 塩見　　誠 建設事業部　部長
総 務 課 課長 小坂　憲広 財務部　管財課　課長

くらし安全課
課長 岡本　和典 保健福祉部　熊山診療所　参事　兼

健康増進課　参事
参事　兼　危機管理班　班長 三宅　孝士 総務部　総務課付　副参事　AMDA へ派遣　

財 務 部 管 財 課 課長 戸川　邦彦 保健福祉部　子育て支援課　課長　兼
山陽児童館　館長

市民生活部 市 民 課 課長　兼　協働推進課　課長 稲生真由美 吉井支所　健康福祉課　課長　兼
赤磐市吉井子育て支援センター　センター長

保健福祉部

部長　兼
社会福祉事務所　所長事務取扱 入矢五和夫

熊山支所　支所長　兼
市民生活部　参与（環境施設担当）　兼
熊山支所　市民生活課　課長事務取扱

社 会 福 祉 課 課長 原田　光治 総務部　総務課　課長　

子育て支援課 課長　兼
山陽児童館　館長 馬場　弘祥 熊山支所　健康福祉課　課長　

熊 山 診 療 所 参事　兼
健康増進課　参事 川原　達也 総務部　総務課　副参事

赤坂ひまわりこども園 園長 万道　志保 保健福祉部　佐伯北保育園　園長　兼
仁美保育園　園長

周 匝 保 育 園 園長　兼
黒本保育園　園長 木原美智子 保健福祉部　黒本保育園　園長　

佐伯北保育園 園長　兼
仁美保育園　園長 前田　信美 保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　園長　

産業振興部
農 林 課 課長 矢部　　勉 市民生活部　環境課　副参事
商 工 観 光 課 課長 大崎　文裕 熊山支所　産業建設課　課長　

建設事業部

部長 杉原　洋二 建設事業部　建設課　課長　

地域整備推進室
室長 菊地　良典 岡山市から派遣

参事 山﨑　和枝 総合政策部　まち・ひと・しごと創生課　副参事　兼
建設事業部　地域整備推進室　副参事

建 設 課 課長 福圓　章浩 建設事業部　建設課　副参事

参事　兼
財務部　参事（任期付） 溝口　誠

建設事業部　参与　兼
財務部　参与　兼
保健福祉部　参与

赤 坂 支 所 支所長　兼
市民生活課　課長事務取扱 土井　常男 総合政策部　まち・ひと・しごと創生課　課長

熊 山 支 所

支所長　兼
市民生活課　課長事務取扱 矢部　恭英 市民生活部　市民課　課長　兼

協働推進課　課長

産 業 建 設 課 課長 光田　尚人 保健福祉部　介護保険課付　参事
赤磐市社会福祉協議会へ派遣

吉 井 支 所

支所長　兼
市民生活課　課長事務取扱　兼
仁堀出張所　所長事務取扱　兼
赤磐市吉井子育て支援センター　センター長事務取扱

是松　　誠 産業振興部　農林課　課長　兼
赤磐市就農等支援センター　センター長

教育委員会

学 校 教 育 課 課長　兼　適応指導教室　室長 家森　康彰 教育委員会　学校教育課　参事
山 陽 幼 稚 園 園長 小野　美樹 教育委員会　山陽北幼稚園　園長　
山陽西幼稚園 園長 岡﨑　泰子 教育委員会　いわなし幼稚園　園長　
山陽北幼稚園 園長 坂井さつき 教育委員会　桜が丘幼稚園　園長　
いわなし幼稚園 園長 難波　則子 教育委員会　山陽北幼稚園　園長補佐　
桜が丘幼稚園 園長 安東　和美 教育委員会　山陽西幼稚園　園長　

消 防 本 部

予 防 課 課長　兼
通信指令室　参事事務取扱 藤澤　真治 消防本部　警防課　課長　兼

通信指令室　参事事務取扱

警 防 課

課長 野波　勝義 消防署　副所長　兼　東出張所長
参事　兼
消防署　副署長事務取扱　兼
北出張所長事務取扱

杉能　敦樹 予防課　参事

人事異動

広報あかいわ（令和元年5月号）23



市職員給与・定員管理  の状況 市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決算
書において公表していますが､市民の皆さんに､より一層のご理
解をいただくため､その状況についてお知らせします。

■問い合わせ先／本庁総務課 ☎955-4782

④特殊勤務手当（平成30年4月1日現在）
区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成29年度） 20.0㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（平成29年度決算） 192千円

手当の種類（手当数） 7

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ご み 処 理 手 当 ごみ処理作業従事職員 ごみの処理業務

医師及び薬剤師
業 務 手 当 医師・薬剤師 医師の業務

薬剤師の業務

訪問看護ステーション
業 務 手 当

訪問看護ステーション
勤務職員

緊急連絡に対処する
ために、自宅などで

待機する場合

出 動 手 当 消防職員 救急救助、火災など
への出動業務

夜間通信勤務手当 消防職員 夜間の通信業務

高 所 作 業 手 当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤その他（平成30年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 6,500円

子
10,000円（配偶者がな
い場合、扶養親族1人
については10,000円）

父母等
6,500円（配偶者がな
い場合、扶養親族1人
については9,000円）

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円加算

住居手当
借家（月額12,000円を超える家賃を

支払っている場合、家賃の月額により）
支給限度額月額27,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度額 55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
（月額2,400円～31,600円）

9） 特別職の報酬などの状況（平成30年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給  

料

市　長 890,000円 1.425
月分

1.525
月分

2.95
月分副市長 700,000円

報  
酬

議　長 455,000円
1.6

月分
1.75
月分

3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を、議長､副
　議長､議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡

10） 定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由平成
30年

平成
29年

一
　
般
　
行
　
政

議　会 5 6 △1 議会業務減による減

総　務 93 92 1 管財業務見直しによる減、地方創生関
連部門強化及び入札業務増による増

税　務 18 17 1 税務部門の業務増による増

民　生 60 64 △4 再任用短時間勤務職員の配置、
保育所の退職者不補充による減

衛　生 36 37 △1 ごみ処理部門の退職者不補充に伴
う、ごみ収集部門への異動による減

労　働

農　水 21 22 △1 農業一般部門への再任用短
時間勤務職員の配置による減

商　工 12 12

土　木 24 21 3 機構改革による建築及
び都市計画部門の増

小　計 269 271 △2

教　　　育 82 90 △8

給食センター部門職員の一般行政職への
任用替、幼稚園部門の普通退職、公民館、
図書館、給食センター、小学校部門への再
任用短時間勤務職員の配置による減

消　　　防 79 79

公
営
企
業
等

病　院 27 26 1 診療所業務増による増
水　道 8 8
下水道 8 8

その他 31 29 2 国保事業部門、訪問看
護業務増による増

小　計 74 71 3
合　　　計 504 511 △7
※職員とは､一般職の職員をいい休職者･派遣職員を含み臨時･非常
　勤職員を除きます。
※職種等の計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。
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市職員給与・定員管理  の状況
7） 一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成30年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 25人 23人 82人 48人

構成比 9.9㌫ 9.1㌫ 32.4㌫ 19.0㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 28人 32人 15人 253人

構成比 11.1㌫ 12.6㌫ 5.9㌫ 100.0㌫

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと合計が一致しない場合があります。

8） 職員手当
①期末･勤勉手当（平成30年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.900月分

12月期 1.375月分 0.950月分

計 2.60月分 1.85月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の数値です。

②時間外勤務手当（平成29年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 99,400千円

職員１人当たり平均支給年額 305千円

③退職手当（平成30年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分

１人当たり平均支給額（平成29年度） 12,677千円

1） 人件費の状況（平成29年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
平成28年度の
人件費率

（平成30年1月1日）

44,461人
千円

18,428,738
千円

3,598,828 19.5㌫ 19.8㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料などが含まれています。

2） 職員給与費の状況（平成29年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

440人 千円
1,573,229

千円

289,988
千円

620,172
千円

2,483,389
千円

5,644
※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3） 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成30年4月1日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 321,955円 43.3歳

国 329,845円 43.5歳

4） 職員の初任給の状況（平成30年4月1日現在）
区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 180,700円 180,700円

高校卒 148,600円 148,600円
※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の額です。

5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成30年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 249,028円 − −

高校卒 − − −

6） 一般行政職の給与水準の状況（平成30年4月1日現在）

ラスパイレス指数 96.2

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数です。
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＜開館時間＞ 
◦中央図書館…午前10時～午後6時（木曜日は午後8時まで開館）
◦赤坂・熊山・吉井図書館…午前10時～午後6時
＜問い合わせ先＞
◦中央図書館………☎955-0076
◦赤坂図書館………☎957-2212
◦熊山図書館………☎995-1273
◦吉井図書館………☎954-9200

＜5月の休館日＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

※青色のマスが休館日です。

きらり☆しあたー 子ども版映画上映会
『なかよしおばけ～おばけ ネス湖へ行く～』（42分）

　ジャック・デュケノワのベスト
セラー絵本をアニメ化した「な
かよしおばけ」シリーズ。古く
て大きなお城に住む小さなお
ばけ、アンリ、リュシー、ジョルジ
ュ、エドワールの４人組が愉快な騒動を巻き起こ
す。「おばけ ネス湖へ行く」ほか、全６話を上映。
■日時／5月18日㈯  午後２時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

Pick Up

各 図 書 館 利 用 案 内

●中央図書館
絵本はともだち
　毎週水曜日  午前10時30分～11時
おはなしかい
　毎週土曜日  午前10時30分～11時
　第2日曜日　午前11時～11時30分
民話の寺小屋（民話の語り）
　19日㈰  午前11時～11時30分

●赤坂図書館
ブックんのおはなしかい
　4日㈯  午前11時～11時30分
ちいさなおはなしかい
　8日㈬・22日㈬  午前11時～11時20分

●熊山図書館
なかよしタイム
　2日㈭  午前10時～正午
おはなしのおへや
　18日㈯  午前11時～11時30分

●吉井図書館
おはなしだいすき☆えほんといっしょ
 　5日㈰  午後2時～4時
おはなし会
　12日㈰  午後2時～2時30分

利用案内の詳細は
図書館のホームページで

確認できるよ。

中央図書館 
Facebook

図書館ホームページに
新しい機能が追加されました

　利用者ポータル画面に新しい機能が追加されま
した。追加された機能は以下のとおりです。ぜひ
ご利用ください。
◆メールマガジン配信の開始 
　メールマガジンの配信を登録し、キーワード設
定をすると、毎週金曜日に新着図書の中から設定
されたキーワードに該当する図書がある場合に、
メールマガジンを送付します。
◆「Ｍｙ本棚」機能の追加 
　「Ｍｙ本棚」では「読みたい本」、「読んだ本」の
登録や赤磐市立図書館で借りた本の履歴を残す
ことができる「借りた本」機能があります。
　「読みたい本」、「読んだ本」は登録したい資料
を選び、Ｍｙ本棚に追加するを選択し、本棚の選択
からどちらかを選択し、追加するをクリックすると
登録することができます。
　また、「借りた本」は利用照会からＭｙ本棚をひ
らき、借りた本をクリックし、貸出履歴保存開始を
選択。利用規約が表示されるので、それに同意し
た場合にのみ利用可能となります。利用開始後の
貸出履歴を残すことができますが、開始前の履歴
は残りません。この貸出履歴は本人のみ照会でき
る機能で、図書館側からは照会することはできま
せん。

Pick Up

Event Calendar 5月 図 書 館 通 信
L I B R A R Y  N E W S
市内図書館の利用案内・開催イベント紹介

特別版!! うわさの図書館歴史講座
『令和』でよみがえる源氏物語
五節の舞と九州雅楽

　千年前の「源氏物語」には宮中の儀式「五節の
舞」が書かれています。『令和』の現代にそれがよ
みがえります。五節の舞を中心に、雅楽と古典を
やさしく解説します。
■日時／６月７日㈮ 午後１時３０分～３時３０分
■場所／中央図書館 多目的ホール
■定員／５０人（先着順）　■参加費／無料
■申し込み／中央図書館（電話可）
※５月１０日㈮午前１０時から申し込み受付開始

Pick Up
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　市では、識見者の監査委員
に議会の同意を得て本荘司郎
さん（山陽５丁目）を任命しま
した。委員の任期は４月１日
から４年間です。

監査委員を任命

　市では、３月定例議会において、新たに前田正
之さん（54歳）と川島明昌さん（57歳）を議会の同
意を得て選任しました。任期は４月１日から４年
間です。なお、倉迫明副市長は、３月31日で退任し
ました。

副市長を選任
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。

川島副市長前田副市長

▶今年度から広報担当になりました。よろしくお
願いします。市内には桜や桃の花が楽しめる場所
がたくさんあります。表紙の取材では、満開を迎え
た桜並木で、花見や散歩を楽しむ皆さんに出会い
ました。（髙山）

今月の表紙・編集者のつぶやき
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●問い合わせ先／本庁秘書広報課 ☎955-4770

赤磐市公式
チャンネル

魅力発信動画  Akaiwa is beautiful

観光PR動画  い～わぁ！あかいわ

くらし安全課主催の出前講座（交通安全）

未来へつなぐ～赤磐市の歌～

〒
709-0898�岡

山
県
赤
磐
市
下
市
344　

T
E
L.955-1111㈹

　
F
A
X
.955-1261

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.city.akaiw

a.lg.jp
E
-m
ail��akaiw

a_info@
city.akaiw

a.lg.jp
編
集
・
発
行
／
赤
磐
市
役
所
・
秘
書
広
報
課 市では市の取り組みや魅力、観光情報などを市内外に広く発信

するため、さまざまなＰＲ動画を作成しています。
動画は動画共有サイト（YouTube）の市公式チャンネルに投稿
しています。パソコンやスマートフォンからご覧いただくことが
できますので、ぜひアクセスしてみてください！
※市公式ホームページのトップページにもリンクがあります。

No.170   令
和

元
年

5
月

号
広報 赤

磐
市
の
魅
力
を
動
画
で
発
信
!!
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